


一般社団法人全国心臓病の子どもを守る会 第６３回全国大会

祝辞 

 
本日、「一般社団法人全国心臓病の子どもを守る会 第６３回全国大会」が開催さ

れることに対し、心からお喜び申し上げます。 

 
一般社団法人全国心臓病の子どもを守る会が、昭和38年に創立されて以来、

日頃より心臓病の子供たちを取り巻く環境の充実のため、交流会や勉強会、要

望活動等に取り組んでこられたことに対し、敬意を表するとともに、本大会の

開催に当たり御尽力いただきました関係の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

本大会は、「心臓病者の就労とそれぞれの自立～重症疾患や重複障害の患

者の希望のために～」をテーマに、心臓病の方々が抱える仕事や日常生活上

の困難の克服に向けた取組について、本人の自立や社会参加に向けた実践的

な内容も含めて講演や意見交換が行われるとお聞きしております。 

文部科学省におきましては、病気療養児や障害のある子供一人一人の自立

と社会参加を見据え、本人が自己の在り方や生き方を考え、主体的に進路を

選択することができるよう、キャリア教育の推進を図っており、特別支援学

校等における就業体験活動の機会の確保や、産業界等の関係機関との連携を

促しております。 

また、病気療養中の児童生徒の遠隔教育の充実や、学校において医療的ケ

アを行う体制の整備をはじめ、障害のある子供一人一人の教育的ニーズに応

える適切な指導と必要な支援が行われるよう、医療・福祉等との連携を一層

強めながら、特別支援教育に関する施策の充実に取り組んでおります。 

 

文部科学省としましては、これらの取組を全力で進め、誰もが相互に人格

と個性を尊重し支え合い、認め合える共生社会の形成を目指して特別支援教

育の一層の充実を図って参ります。本日御参会の皆様におかれましても、引

き続きの御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 

結びに、一般社団法人全国心臓病の子どもを守る会の更なる御発展と、本日

御参会の皆様のますますの御健勝、御活躍を祈念し、お祝いの言葉といたしま

す。 
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